
※参加者が未成年のとき保護者名をお書きください。

ゆめ飛翔！

き　り　と　りき　り　と　り

子 ど も  ４ ５ 名  大 　 人  ５ 名子 ど も  ４ ５ 名  大 　 人  ５ 名

1 , 0 0 0 円1 , 0 0 0 円

・未就学児（５～６歳） ・小学生 （未就学児と小学生は保護者等同伴） 

・中学生 ・高校生 ・大人（保護者）

詳細についてウラもご覧ください。
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【申込用紙】
❶保護者名 ❷（ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ） ❸住所　〒 ❹ T E L

❼参加者名 ❽（ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ） ❾学校名 10学年（または年齢）

❺e -m a i l  ❻携帯電話

【募集要項】【募集要項】【募集要項】 定員を超えた場合、第１回時に抽選します。

 ７ 月  2 1 日  （ 土 ） ７ 月  2 1 日  （ 土 ）
春 日 公 民 館 　 大 会 議 室春 日 公 民 館 　 大 会 議 室

対象対象対　象

定　員

参加費参加費参加費

第 １ 回第 １ 回
（ 抽 選 会 ）（ 抽 選 会 ）

（ 材 料 ・ 保 険 代 等 ）（ 材 料 ・ 保 険 代 等 ）

✤個人情報はこの活動および「春日ふれあい広場の会」での連絡のみで使用します。

e-mail　または　電話（留守電のときは伝言録音をお願いします）でお申込みください。

★申込者１名に 1枚の申込用紙でお願いします。

申込先

第 ２ 回第 ２ 回
 ８ 月  ４ 日  （ 土 ） ８ 月  ４ 日  （ 土 ）
水 と ぴ ぁ 庄 内水 と ぴ ぁ 庄 内

★参加者は、ロケット１機に
つき炭酸飲料用ペットボトル
　（１．５ℓ程度）を３個ご用意
ください。

日　程

【後援】 【後援】 清 須 市 教 育 委 員 会清 須 市 教 育 委 員 会

【指導協力】 【指導協力】 春 日 お や じ の 会春 日 お や じ の 会
 あ い ち 防 災 リ ー ダ ーあ い ち 防 災 リ ー ダ ー

《指導指導者》 》 春 日 ふ れ あ い 広 場 の 会春 日 ふ れ あ い 広 場 の 会

【後援】 【後援】 清 須 市 教 育 委 員 会清 須 市 教 育 委 員 会

【指導協力】 【指導協力】 春 日 お や じ の 会春 日 お や じ の 会
 あ い ち 防 災 リ ー ダ ーあ い ち 防 災 リ ー ダ ー

《指導指導者》 》 春 日 ふ れ あ い 広 場 の 会春 日 ふ れ あ い 広 場 の 会

《問合せ》代表　有村和人
TEL 090-5117-3892

春日ふれあい広場の会春日ふれあい広場の会主催

e-mail fureai.haruhi@gmail.com

ペ
ットボトルロケット作りからのふ

れ
あ い 体験ペ

ットボトルロケット作りからのふ
れ
あ い 体験



【主な活動内容】【主な活動内容】【主な活動内容】

12ご要望等がありましたらお書きください

① 《ペットボトルロケット作り体験》

 十分な安全管理の下、ペットボトルロケット作りの体験をします。

 ・ペットボトルを加工しロケットを作ります。

② 《ペットボトルロケット飛ばし体験》

 十分な安全管理の下、自分で作ったペットボトルロケットを飛ばします。

 参加者で飛ばす体験を共有し、参加者仲間とのふれあいの場とします。

 ・ロケットタンク内に水を入れ空気で加圧し、遠くへ飛ばす工夫をします。

③ 《炊き出し体験》

 十分な安全管理の下、食を作くる体験の中で、語らいふれあう機会にします。

 ・屋外で簡易な方法により調理し、熱を加えた食事をします。

※第１回日に申込用紙をご持参ください

○第１回（抽選会）

７月２１日 （土）

 10 : 30 集合　「春日公民館」大会議室  

    ①ペットボトルロケット作り体験

    ③炊き出し体験

 1７ : ０0 解散

○第２日

８月　４日 （土）

 　９ : ３0 集合　「水とぴぁ庄内」ひろば

    ②ペットボトルロケット飛ばし体験

    ③炊き出し体験

 1６ : 00 解散

【日　程】

『申込にあたっての注意事項』

○屋外での活動を重視しています。天候等の状況変化により予定の変更があります。

○ご不明な点は、お問い合わせください。

飛ぶ方向を
安定させる
ために翼を
つけます

○参加者同士での 「ふれあい体験」 のねらい

（１） ロケット作り前にイメージをふくらます。

（２） その思いを相手に伝える。

（３） みんなで共有する。

（４） 炊飯・調理を体験し、作ったモノを食べながら

 参加者で体感したことを共有する。

（５） 自分の作ったロケットを飛ばし、作る前の思い

 と実際の飛び方を体感する。

（６） この感じた思いをみんなで共有する。

（７） 野外での炊飯・調理体験をして貰う。

（８） 作ったモノを食べる楽しみを伝えあう。

安全のために
専用の帽子を
着けます




